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研究成果の概要（和文）：本研究では、Dual-Energy CTから腎病変診断に有用な、”鉄“、”脂肪“の画像解
析、臨床応用が目的であった。ファントム実験を行い、鉄、脂肪を様々な割合で混合させ、CT画像のデータから
解析を試みた。解析は可能であったが、鉄、脂肪の含有量が低いと誤差が生じ、解析不能であった。そこで実際
の症例では、鉄の含有量が高い、出血に注目し、出血のある腫瘍とないものの区別を試みたが、出血の分布が均
一ではなく、有意差のある結果に至らなかった。現在、取得したデータから、臨床に有用な解析ができないか試
行錯誤を続けるも、有意差のある結果には至っていない。

研究成果の概要（英文）：Purpose of this study is to evaluate image analysis of iron and fat and its 
clinical application for diagnosis of renal lesions by Dual-Energy CT(DECT). We used a phantom and a
 mixture of iron and fat. Using DECT, we separately identified iron and fat components in their 
mixtures, however, we cannot identify small amount of iron and fat. We also tried to distinguish 
between tumors with and without bleeding with high iron content, but there was no significant 
difference in the results because of inhomogeneous bleeding distribution.
Currently, from the acquired data, we cannot get significant difference results of its clinical 
application to renal tumor diagnosis.

研究分野：放射線画像診断

キーワード： Dual-Energy CT
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、Dual-Energy CT（DECT)が臨床機として普及してきたが。解析法や適応症例の選択基準は未だ明確ではな
い。また、各メーカーでDECTの構造が異なり、個々の機器の特性を熟知して、適応を検討しなければならない。
我々の結果からは、DECTを、微小な鉄、脂肪解析が必要な腎病変診断に用いることは、現時点で尚早と言わざる
を得ないが、研究から見出した問題点を示すことは、DECT発展の一助となる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
近年普及してきた Dual-Energy CTでは、二つの電圧の CTデータからヨードを代表とす
るさまざまな物質の解析が理論的に可能とされ、臨床応用が期待されている。原理的には、
原子番号の比較的大きいものはヨードに限らず解析可能である。腎病変でしばしば遭遇す
る出血の存在は診断を困難にするが、出血の有無を正確に評価できれば、正確な診断に有
用である。出血では鉄の混在が知られており、鉄の解析から出血の分布が正確に判定可能
と考えられる。また、腎の良性腫瘍で最多の血管筋脂肪腫は、脂肪の存在が診断に有用で
あるが、微量の脂肪は通常の CT では判定しがたいことがあり、診断上問題となる。これ
ら腎病変診断に有用な、”鉄“、”脂肪“の Dual-Energy CTによる画像解析について、臨
床応用の可能性を検証した。 
 
 
２．研究の目的 
 
Dual-Energy CTから腎病変診断に有用な、”鉄“、”脂肪“の画像解析、臨床応用の可能
性を検証する。 
 
３．研究の方法 
 
１ファントム実験 
鉄、脂肪を様々な割合で混合させたファントムを作成し、CT 画像のデータから解析を試
みた。脂肪、水、鉄の混在した溶液（30mL）を作成、鉄の含有量はそれぞれ、0,0.3,0.6,0.9,1.2g
とした。 
 
（ファントム） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（資料の組成） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
２ 実際の腎腫瘍の症例について検証した。鉄の含有量が高い、出血に注目し、出血のあ 
る腫瘍とないものの区別を試みた。 
 
 



４．研究成果 
 
１ファントム実験 
ファントムでの鉄、脂肪の解析は含有量が多い場合は可能であったが、鉄の含有量が低
い場合、鉄の正しい解析は困難であった。 

 
(1)鉄＋脂肪 
 

  
 
(2)鉄＋水 
 

 
 
(3)鉄＋脂肪＋水 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
２ 実際の症例では、出血の分布が均一ではなく、結果に有意差は見いだせなかった。
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